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1　0A 化の推進と時空間の克服　
現代の組織はいくつかの群によって構成されているということもできる。
この群は階層的にみれば，トップ群，ミドル群，ロワー群などという群構造
に分けられる。また，縦割の群，系列化した群，プコジェクト群という分け
方でも考えられる。つまり組織はいろいろの役割を担う部分によって構成さ
れ，この部分は，一つ一つの職務上の単位というよりは，あるまとまりのあ
る仕事の群として捉えることが適当な捉免方だということにな る。　もちろ
ん，この群をさらに細分化すれば，組織の成員たる個々人であり，また全体
を構成する各職務の単位ということになる。　
ところで，現代の組織は，このような人的要素の構成をもつ一方，他方に
おいては，機器類によって構成されている組織空間をもつように な って い
る。元来，機械や設備は，人間の組織行動にそって人間の行動体系の中で使
用されてきた。しかし今日の傾向は，次第に機械や設備が，一つの行動シス
テムを構成し，人的行動体系から独立したものをなす。いわゆる無人的な機
械化システムである。このシステムは，全体の中で特定化された役割を担っ
たシステムで，システム設計の意図にそって，持続的であり，反復的であり，
特定条件内では，きわめて効率よく働くクローズドシステムである。このクp
 ―ズドシステムと人間の行動体系は，従来から相互依存関係が，イソター
フェスを通じて定型的に確立し，安定したシステム構成であったといってよ
い。　
ところが，最近になうてから√機械化システムの多様的，多面的発達は，
人間の行動体系への浸透性を表わしはじめて，そのために行動体系上の変化
が起きっっあるのが現状である。たとえば，スーパーマーケットにみられるpos
 システムの確立は， ス ーパーマーケットの事務システムに大きな影響
をもたらし，結果は売場の裏面にある事務が，一部売場り先端に進出し，同
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時に機械化システムが人間の行動範囲を浸食したこととなった。　の み な ら
ず，従来，クローズドシステムとして設定されていた機械化システムは，こ
のような進出の結果，人的行動体系の動きとともに対応するシステム保持が
必要とされるようになった。このことは，人間のもつ時空間的制約の中でシ
ステム運用を計ることにせまられるのである。ここに改めて時空間対応のシ
ステムの検討が始ることになる。　
時間とは過去，現在，未来へと連続的に変化し展開し，その展開が永遠に
続いてゆくものであると理解できる。それは過去から未来へ向 う方向をもつ
が，これは正の方向変化と展開ということができる。　この連続をある時（亥U
限）とある時で切れば，そこに長さかおり，これを数的に表 示 し う る。　ま
た，ある時点のものの状態をこの長さで評価すると， ものの状態変化を知る
ことができる。したがって，われわれが扱う組織行動にとって有効な尺度と
い えるのである○　
空間は事物の関係と秩序を表すもので，その広がりによっても 説 明 さ れ
る。関係と秩序がどこまでも続いて広がりを もつ場合は，これを無限空間と
い う。また，ある限定された中での事物の関係と秩序は，有限空間とこれを
い う。事物の関係と秩序であるから，具体的にある限られた場所ではなくと
乱 空間は思考の中で表現され，構想されるととができる。そしてさらにこ
れは，より抽象化された存在としても理解されうるのである。また，思考過
程の中で流動的に変化し，特定化された広がりとそうでない広がりが考えら
れる。前者を限定された空間，後者を無限定な空間ということができるが，
空間の働きを考えるとどちらにも同一の働きを与えることもできるし，そう
でない場合屯ある。だから空間を考えるには，それが限定されているめかそ
うでないのかとい う面と，その空間のもつ働きとか意味とい う面の両面から
検討しなければならないといえる。　　　　　　　　　　　　　　　 十　
ただしこの場合，ここで扱う空間は，社会科学で対象とする範囲に限ると
い う考え方としての枠組かおることをお断りしておかなくてはならない。そ
こで限定された空間という場合には，人が日常的に繰り返し接するある特定
化された広がりや，ある考えによって特定化されてしヽ る広がりをい うとして
おこう。この広がりはまた事物の関係と秩序にも置き代えてこれを表すこと
ができるのである。これに対して無限定の空間とは，人の行動する地球上の
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あ る 高 さ と 深 さ を も っ た 間 に 存 在 す る 広 が り ， あ る い は そ の も と に 存 在 す る
事 物 の 関 係 と 秩 序 を 指 す こ と に な る 。 高 さ で は 通 信 衛 星 の 高 さ ま で を 考 え う
る し ， 深 さ で は ， 地 下 や 海 底 の 可 能 性 の あ る 人 間 の 行 動 範 囲 を 指 す と い え る
で あ ろ う 。　
さ て ， わ れ わ れ ぱ こ の よ う に 扱 う 時 間 と 空 間 と を ， 組 織 行 動 の 中 で 有 効 か
つ 適 切 に 活 用 し て ゆ か な く て は な ら な い 。 ま た 同 時 に 時 間 と い う 観 点 ， 空 間
と い う 視 点 か ら も 組 織 行 動 の 在 り 方 を 考 え て み る こ と が 重 要 と な っ て く る 。
な ぜ な ら ば ， 組 織 行 動 の 的 確 性 ， 効 率 性 は ， 時 間 や 空 間 を ど の よ う に 生 か し
て 使 う か に 大 き く 左 右 さ れ る か ら で あ り ， そ の 故 に ， 時 間 や 空 間 か ら 組 織 行
動 に 対 し 評 価 の メ ジ ャ ー を 当 て て み る こ と も 必 要 と な る か ら で あ る よ た と え
ば 安 売 り の タ イ ミ ン グ ， 時 間 ， 場 所 ， 対 象 地 域 の 範 囲 な ど を 決 め る に は ， 時
間 と そ こ に 要 し た 投 入 資 本 ， 人 工 が 尺 度 要 素 と な る が ， ど の 場 所 に ， そ し て
ど の よ う な 場 を 構 想 し て の 行 動 成 果 で あ っ た か と い う 点 も ま た 重 要 で あ る 。
時 間 と 空 間 と が こ の 場 合 ， 関 連 し て 問 題 と な り ， 一 つ の 視 点 と し て の 尺 度 要
素 と な る の で あ る
○　　　　　　　　　　－
そ こ で ， わ れ わ れ は 時 間 と 空 間 と を 連 繋 し て 時 空 間 尺 度 か ら 組 織 行 動 を 思
考 す る こ と と な る 。 こ の 尺 度 を 有 効 に 活 用 す る に は ， 時 空 間 を 構 成 す る 要 素
の 合 理 的 な 関 係 を 作 り 上 げ る こ と で あ る 。 す な わ ち ， 時 点 ， 時 間 ， 期 間 ， に
対 し て 無 限 定 の 空 間 ， 特 定 化 さ れ た 空 間 ， 流 動 的 空 間 ， 多 重 化 さ れ た 空 間 な
ど を 合 せ て 相 互 に 関 連 性 を も た せ ， 全 体 的 に 運 用 し う る し く み を 作 る こ と で
あ る 。 つ ま り_。 こ れ 。ら の シ ス テ ム 化 と い
‥
う こ と に な る 。
……_　■　　■■■■　　■㎜　　　㎜　■㎜㎜■㎜
プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン ト で 使 用 す る ネ ッ ト ワ ー ク ・ プ ラ ン ニ ン グ ぱ ，
一 つ の 目 標 を 達 成 す る た め に 行 動 に 対 し て 時 間 を シ ス テ ム 化 し た も の と い え
る 。 こ こ で は ， あ る 時 点 と 与 え ら れ た 期 間 と の 関 係 が 時 間 の 経 過 と と も に 合
理 的 に 関 連 さ れ ， 管 理 さ れ て い る 。 ス ケ ジ ュ ー ル の 中 で 時 間 が シ ス テ ム 化 さ
れ て い る の で あ る 。 そ し て こ の よ う な こ と は ， プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン ト
の み な ら ず ， 組 織 行 動 の 全 般 に 考 慮 さ れ う る も の で あ る と い え る の で あ る 。
つ ま り こ の こ と は ， 時 間 を 効 率 よ く 使 う こ と で あ り ， 時 間 の 中 で 組 織 が 生 き
て い る と い う こ と に な る 。 そ こ で こ こ で は つ ぎ の よ う な 課 題 が 提 示 さ れ る こ
と に な る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 。
。
① ……高 速 の 処 理 。
と 伝 達
……… … …… … ……
…
… …… …… ………_ト
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③　同時・併行処理と伝達　
③　変化と時間の関係づけ　
④　空間の多角的利用　
⑤　空間の流動性と固定化　
⑥　装置化と人間化　
⑦　時空間要素の検討　
⑧　時空間設計　
以上のような指摘から，ク■pt ー ズドシ ステムの運用とオープンシステムの
運用は，ばらばらに行うのではなく，統一的にかつその性格と組織目的に応
じて運用することが必要である。そしてそのためには，その運用を促進し，
効果を高めてゆく技術手段，ひいては技術体系が用意されなけれ ば な ら な
い。上記の時空間への新しい視点からのアプローチは，まず，図表1 に示さ
れたような技術の体系によってその基礎を作り上げることができる。すなわ
ち，場の流動性と機動性の側面，つぎに時間の有効性を高めるための側面，
そして，行動の的確性と速度とを思考する側面を体系的に技術構成し，その
実現化が計られるならば，時空間運用に新しい次元が付加された こ と に な
る。 また，図表2 にみるように，通信，伝達の手段の高度化と多様化は，各
種OA 機器の開発により著しく推進される傾向にある。このことも見逃こと
図表1
（A ） 「場」と技術
弐 物的面 処理面 伝達面 付加技術面 備　考
グ
□　
し
ノゝ
ノレ
□　1
カ
ル
環
境
・集中化
・無人化
・統合化
・分散と拠
点
・適応性
・ネットワー
ク化
・ホスト化
・ブランチ方
式
・末端入力
・末端処理
・安全性
・信頼性
・上下と環状
方式
・水平と環状
方式
・安全性
・広域性
・連係巨大化
・画像処理
・音声処理
・小型化
・機動性
・DDX の発　
達
・媒体の多様
化
・都市建物の
関係
（B ） 時間と技術
?
?
?
?
?
?
鸚判 七し
レ ー
・併用
・小型・分
散
（:C） 行動 と技術
・複写
・TSS
・集中と分散
・媒体の多様
化
・無人化
・オンライン
・デジ ，アナ
併用
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・画像処理
・文字 処理
・OCR
・IR
・音声 処理
・小 型 化
・ マイ ク=t イヒ
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フ゛ アク-y ミ
リ
・ ワードプロ
セ ッサ
・デ ークテ レ
ホン
ダ ークバン
ク
・通 信回線の
開放
言 物的面 処理面 伝達面 付加技術面 備　考
計画
化
測
定
化
・ デ シ ジ ョ
ン ・ノレー
ム
・計 測室
・中央集約
・ネットワー
クブラソニ
ソグ
・ブランチと
統合
・ フA   ー ド フ　
ォ ワ ー ド
゜フA   ー ド バ　
ッ ク
・インテリジ
エンド編集
・ダラフィッ
ク
・CRT と自　動認識方式
・漢字情報シ
ステム
・データベー
ス
・VTR
・衛星通信
図表2　 コミュニケーション・サブシステムの機能と要素技術の開発課題
項目 衛星通信 次世代電子 メイル
オフィス映
像
新機能構内
電話
ポ ータブルタ
ーミナル
社内電子 メ
イル
目
的
今 までのネッ
トワークとは
違 う形態の通
信
郵便， テレッ
クスの機能の
拡張（公衆サ
ービス）
企業内の映
像を利用し
たシステム
構内電話の
機能拡張
移動隊との通
信
社内文書の
電子化
機
能
・ N 対N
・大容量?
?
?
・日本文のテ
レッ クス
’フ ァクシ ミ
リ
（ カラーを含
む）
・テレビ電
話会議
・社内広報
・転送通信
・自動呼出
し
・メモ電話
（音声 の
メモ リ）
・ポケットペル(双方向)
・自動車無線
・移動 データ
エントリ
・外来者監視
・伝票発行
の電子化
・票議の電
子化
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開
発
課
題
・衛生(静止)
・小型， ロー
コストの送
受信機
・網 コントロ
ール技術
・光通信
・機密保護
・日本語の入
出力　
（ ローコス
ト）
’カラーファ
クシミリ
・機密保護
・構内網
・テレビ電
話
・光通信
・交換機 の
機能拡大
・電話機 の
機能拡大
図 表3　 各国 のOA の現 状
・小型端末
・無線システ
ム
・機密 保護
項　　　　　　　目 日　　本 米　　国 イギリス 西ドイツ
ス タ ン ド ア ロ ン 形
ワ ード カ=z セ ッサ
英　　　　　　語 ○ ○ ○ ○→○
日　　 本　　 語 △→○ - - -
イ ン テ リ ジ ェン ト ワ ー ク ステ ーシ ョ
ン 形 ワ ード プ ロ セ ッ サ
- △→○ - △
電　　　子　　　メ　　　ー 　　　ル - △ - △
衛 ・星 通 信　 シ　 ス　 テ　 ム - △ →○ - -
オ フ ィ ス コン ピ
ュ ー タ
帳 表 専 用 機 ○ ○ ○ ○
ワ ー クス テ ーシ ョ
ン形 ○ ○ ○ ○
分　　 散　　 形 ○ ○ ○ ○
情 報 サ ー ビ ス シ ス テ ム △→○ 一 △→○ △
テ　 レ　 コ　 ソ　 フ　 ァ　 レ　 ン　 ス △ △ △ △
（注） ○：一般に使用，普及段階　○：特定利用者使用段階　　　　
△：研究開発実験段階　　　　
－：不明あるいはほとんど使用されていない　　
（出所）「電子通信学会誌」1981年2 月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‥
の で き な い マ ネ ジ メ ン トの 課 題 で あ ろ う。 な お ，OA の 各 国 開 発 状 況 を 機 器
の 面 よ り うか が っ て み る と 図 表3 の よ うに な る。
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組 織 管 理 とOA の 課 題　
（1 ） 組 織 運 営 の 新 時 代　
組 織 運 営 上 の 状 況 変 化 に は ， 多 種 少 量 生 産 方 式 の 導 入 ， 価 値 観 多 様 化 へ の
対 応 な ど か お る 。 こ の こ と は ， 製 品 の ラ イ フ サ イ ク ル を 短 縮 化 し5 そ の た め
に ， よ り 精 緻 化 し た 行 動 体 系 を 組 み 立 て る 必 要 が 生 ず る 。 情 報 シ ス テ ム も ま
た そ れ へ の 対 応 が 求 め ら れ る 。 つ ま り こ れ は ， 大 量 デ ー タ 処 理 の 中 で の 情 報
の 多 種 少 量 生 産 方 式 型 へ の 展 開 と な る だ ろ う 。
一 方 ， 地 域 主 義 ， す な わ ち 地 方 の 時 代 と い わ れ て い る 傾 向 も 無 視 で き な
い 。 こ の 地 方 の 強 調 は ， 都 市 化 現 象 を 地 方 に 導 入 し な が ら ， 大 都 市 に 対 す る
地 方 の 価 値 を 高 め よ う と す る も の で あ る 。 だ か ら 都 市 化 の 中 の 分 散 傾 向 と い
え る 。 情 報 シ ス テ ム の 手 段 は ， こ れ に も 満 足 を 与 え ， そ れ と 同 時 に そ れ 用 の
技 術 的 開 発 に 屯 力 を 入 れ な け れ ば な ら な い 。 と い う の は ， 情 報 化 社 会 の 発 展
は ， 次 第 に 大 衆 化 ， 民 主 化 の 色 彩 を 強 め ， 組 織 運 用 は ， 情 報 ッ ス デ ム を 巧 み
に 行 使 す る こ と に よ っ て ， モ の 効 率 を 高 め る こ と に な り つ つ あ る か ら で あ
る 。 た と え ば ， フ ァ ク シ ミ リ の 活 用 ， 端 末 機 の 普 及 は ， 組 織 に 参 加 し ， ま た
関 係 す る 諸 集 団 ， 成 員 の 情 報 シ ス テ ム 依 存 度 を 増 大 し ， 組 織 シ ス テ ム 的 行 動
は ， 正 し く 情 報 シ ス テ ム を 介 し て の み 行 わ れ え て ， し た が っ て 拡 大 さ れ た シ
ス テ ム 行 動 を た ど る 。 輸 送 機 関 が ， ダ イ ヤ と 通 信 網 に よ っ て よ り 合 理 的 活 動
を 展 開 し モ の 範 囲 が 拡 大 す る の は ， そ の 例 に 他 な ら な い 。 生 産 工 程 の 入 出 力
関 係 も 同 様 の こ と と し て 説 明 で き る 。　
さ て,
犬
こ の よ う な 状 況 変 化 に 加 え て ， 社 会 環 境 上 の 問 題 と し て は ， 巨 大 化
す る シ ス テ ム と そ れ に 対 す る ヒ ュ ー マ ソ ・ ス ケ ー ル の 適 合 問 題 ， 適 正 な 環 境
維 持 と 進 展 す る 技 術 革 新 の 評 価 ， あ る い は 国 際 化 に と も な う 地 域 特 性 と 共 通
空 間 の 在 り 方 の 問 題 な ど が あ る 。 こ れ ら を 解 決 し ， よ り 進 歩 し た 社 会 ， よ り
高 度 化 し た 組 織 運 営 と し て は ， ま ず つ ぎ の よ う な 事 柄 が 考 慮 さ れ 検 討 さ れ な
け れ ば な ら な い だ ろ う 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
つ
①　 シ ス テ ム を 直 接 人 間 が 管 理 す る の で な く ， 管 理 す る シ ス テ ム を 設 定 す
る こ と 。　　　　　 ・　。 ■．　　　　　I■ 　　　　　　　　。 　　　　　　　
・　
・
＼　②　 バ ッ フ ァ ・ シ ス テ ム を 活 用 し ， シ ス テ ム 対 シ ス テ ム の イ ソ ク ー フ ェ ス
を 工 夫 す る こ と 。　　　　　　　　　　　 ・
■　　　＝　　　　　　　
■■　　　　　　　　　　　
■
③ 新 し い 視 角 か ら の 組 織 運 営 方 式 を 開 発 し ， そ れ に そ っ たDP 部 門 を 考
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慮すること。　
（2） 組織の情報システム　
組織は一つの情報システムであるが，それはいろいろな情報群を背景とす
る諸情報サブ・システムより構成され，一つの統合体となっている。たとえ
ば，そのサブ・システムには，販売情報サブ・システム，生産情報サブ・シ
ステム，技術情報サブ・システムなどかおる。また，これらを統合するため
のゼネラル・マネジメントの情報システムも忘れてはならない。　
ところで，周知のように情報システムは，一般に集中的傾向を もっ て い
る。というのは，情報を集中してこれを利用すれば，全体的動き，各部分相
互関係の状況がより適切に把握しうるからである。したがって，情報システ
ムは次第に拡大し，統合したデータペースへと向ってゆく。コンピュータ*
ネットワークが形成されるのも一つの必要性をもっているのであ る。 し か
し，情報システムはある組織体の行動を支援する目的をもって設定されてい
るから，当該組織の実態に適合したシステムであることが必要である。この
ために，組織が地理的にいくつかの地域に分散していたり，他の組織との関
係が複雑多岐になっていると，情報システムもその効率的な考え方を，この
実情に合せて考慮しなければならなくなる。そこでは当然，全体としての情
報システムと部分としての情報システムの在り方が検討されることになるの
である。　
情報システムの分割的運用と統合的運用の考え方が発展する一つの背景が
これである。しかし，分割と統合は必ずしも相い反するものではない。この
場合の分割と統合は，詳しく表現するならば，統合の中の分割ということに
なる。すなわち，情報システムの基本的在り方は，統合論である。そして組
織の部分の状況に応じて分割的システム設計を導入してゆく，のである。こ
れにより，システムが環境への適合力を高めることになり，システムの流動
性が組織行動上の有効性を高めるごとにもなるのである。しかもこのような
情報システムの扱いは，ともすればシステム化によってもたらされる人的心
理上の悪影響を緩和することにもなる。なぜなら，巨大なシステムは，人間
の能力では。その全体を見通すことに困難で，その困難性は，不安や不信を
増大させかねないからである。　
とはいうものの統合の中の分割というシステム運用のためには，それにそ
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うた めの技術 ，手 段 の開発を 必要 と し，そ の実行 主 体 とな る 組織 上 の責 任部
門 も明確にし なけ ればな らな い。 この よ うな 必要 性は ， 従 来 の コンピ ュ ータ
処 理 の担 い手 であ るDP 部門 へ の新 しい 役 割 期待 として 付 加 され る ことにな
る。 この役 割 期待 が何 か は，状 況 の変化 と社 会環 境 の もつ問 題 性を みなけ れ
ば な らない 。 加 えて ，オ フ ィスシ ス テ ムに注 目す る必 要 かお る。　
（3） オフ ィ スシ ステ ム（office system 〉　　　　　　　　 。　
オ フィ スは， マネ ジ メ ントを サ ポ ートす る機関 であ り， 組織 活 動に 必要な
情 報を供 給し ， こ れ ら諸 活 動を リ ンキソ ダす る役 割を 果 す 機 関 であ る。 この
機 関 は， した が っ て場所 的に こ れを把 握す るこ と も でき るが ，組織 行 動に従
っ て展開 す る オフ ィ ス機 能 は，機 能 とし て の観点 か ら これを 認 識 し， 機関構
成 を 設計 しなけ れば な らない。 す な わち ， ここに オフ ィ スシ ス テ ム の設計
が ，物理的な 面を 包含 しつつ ，組 織行 動上 か ら機 能 的に これを 描 きな が ら実
行 されるこ とにな る。 つ まり，シ ステ ムの諸 要素 は ， まず 機能上 でそ れぞ れ
位 置づけ られ， 説 明され なけ れば な らない 。 物理 的な 設計 は， こ の よ うな 考
え方 を具体的 に 表 現し 行 動せし め る一 つ の方 法 であ る。 だか ら，シ ステ ム
要 素 の配列 と活 用 とい う場 合，第1 に 機能 的配 列 の考 え方 がなけ れ ばな らな
い 。 これは組 織行 動の 目的に どの よ うに適 合 す るか とい う観点 か ら要素を 評
価す るこ と であ る。 評価 が定 まれば ，活用 の方 法心 定 まる。　
活 用の効果 を 高め るに はし つ ま りシス テ ムの性 能 向上に は機械 化 や特 別な
空 間設計が考 慮 さ れる。 オ ートメ化 は か くし て設計 上 の一 つ の大 きな要素 と
な る のであ る。問 題 は ，人 間に機械 が どの ように し て調和 と効 率 とを 生か か
にあ る。そ のた め に要素 の再評価 が 必要 とな り， また シ ステ ム設計 の基本的
思 考 とし て の組 織運用 の哲 学が問 わ れる こ とにな る。 組織 の環 境適 合性 ，組
織 行 動0 戦略 性 ，組織 展 開 と生 産性 ， コン トFt  ー ル ・ シス テ ムの制 御 匪な ど
が 検討 され る。　
シ ステムへ のオ ート バ ヒの適用 は， オ フ ィスシ ス テ ムを よりシ ステ ム化 さ
れ た オフ ィスシ ステ ムへ と導 く。 よりシ ステ ム化 さ れた オ フ ィスは ，いろい
ろ な 部分 で自動化 され， 自動的 に働 くきわ め て機 動力 のあ る オフ ィ ス と な
る。 こ0 自動 シ ス テ ムの程度を 評価 し て オフ ィ スシ ス テ ムを 表示 す ると， 自
動的 オフ ィス（automatic office）とか 自動化 オフ ィス（automated office) とい
う呼 び名がつけ られ るこ とに な る。
no　
しかしこのような呼び名での段階で意識されるオフィスは，オートノ―シ
ョソの思想を必ずしも全て実現しているとはいい難い。ここで考慮しなげれ
ばならないのは，自動化即オートメーションではないからである。もちろん
具体的現象形態としては自動化装置が活用される。問題なのは，この自動の
しくみがどの程度，オートタ―ション思想を実現しているかということであ
る。オートメーションだりえない自動化方式では，これをオフィス・し
メーシa  ソというわけにはゆかない。　
（4） オフィス機能の描写　
機動力のあるオフィスシステムを実現してゆくためには，以上のような考
察に加えて，オフィス機能を描写してみる必要かおる。つぎに2 つの図表を
みていただこう。まず，図表4 は，情報空間としてのオフィスシステムを描
いている。その情報空間の中に人間のワーキ ン グ グ ル ープ（WG ）が存在
し，情報運用・管理を実施する。この実施過程は，図表5 のように描くこと
ができる。この過程をみると，従来，データ処理システムは機械化システム
で，他の文書，図形，口頭事務は，人的システムにょっていたのだが，　ここ
では図の通り，一本化し，処理も通信も統合化されたシステムとな っ てい
る。すなわち，データ処理，文章処班L 画像処理，音声処理などが合成的に
図表4　 オフィスシステムの機能
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図 表5　 オフィスシステムでの機能の統合化の過 程
複合システムをなしているのである。　
このように，今日のオフィスシステムは，次第にその機能を機械化しなが
ら，同時に人間行動の内容を高めているといえる。つまり，オフィスシステ
ムにおける人間本来の役割が自覚され，確立しつっあるというものである。
図表6
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（5）OA とオフィスシステムの部分強化　
上記のようなオフィスシステムの展開には，それに応ずる技術革新，技術
の体系化がなければならない。今，オフィスシステムの高度化のために導入
が検討されている技術手段を図解してみると，図表6 のような捉 え方 もあ
る。これはこれまでのコンピュータネットワークに付け加えられた新しい局
面を描いたものである。したがって，従来のコンピュータネットワーク，EDP
技術が否定されているのではない。この新しい局面の導入可能性は，図
表7 に示した傾向によって，ある程度推測できる。この図表では，オフィス
システムの全体より亀機能的に分けられた個A  (T)事務を対象にし七いる。　
図表7　各種業務のオ トーメーション化可能率
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㈲　OA と統合化されたオフィスシステム　
部分を強化するOA 化の方式は，単体OA 機器利用の段階といわれている
が，これはやがて，前述したような複合システムとしてのOA 機器利用段階
となってゆくであろう。元来,   OA はオフィスそのものをシステム化し，統
一ある全体としてのオフィス機能の確立を目標にしているので，統合化へ推
進することがOA イヒの必然的流れとなっているといえる。このオフィスシス
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テムは，構造として部分（ブロックネット）が，サイバネティックスに基盤を
おいて相互に関係づげられて，一つの統一体となるので，そのためにはブロ
ックネットについて検討しておかなくてはならない。　
さて，組織構成の単位には，いろいろの見方からそれを設定することがで
きるが，職務とか人的要素はそのなかでも基本的なものである。職務にして
も人的要素にして乱 一度でそれが組織の単位となれば単位としての主体性
と構成単位間の相互性をもったことになる。そしてこのことは，これら単位
（職務or 人的要素）が，一方においては個々としての独自性を強めることに
なり，他方では，全体との関連性を強めることを示している。したがってシ
ステム設計としては，個と個との関連; 個の独自性，そして全体性を考える
ことになる。ブロック的な思考はそれに対応する一方法で，ブロックを個と
全体で思考するからブロックネット方式と呼ぶことができる。また，このシ
ステムは組織目的に より適合するよう制御されることも重要で，サ不バネテ
ィ ヅヽク的なネット，つまりサイバネj ツト方式が導入されなげれ ば な ら な
い。 80年代の設計基本思考である。　
つぎにオフィスシステムを時間の中で考えることも重要である。たとえば
オフィスを動態的に考えれば，オフィス空間には速度かおる。ある目的に対
して情報行動する空間の集り，としてこれを捉えれば当然，その目的に対し
ての必要なコンポーネントの組合せ，関連の方向，そしてそれからアウトプ
ットされるもの，それに要する時間と費用，これらは空間の速度と，その速
度を評価する必要な ものである。この速度が目的に対して，最適化されるよ
うに設計されたシステムが，すぐれたシステムといわれる。　
ところで，オフィスは動態的であり，そしてそれは組織行動にしたがって
機動的であるとすると，設計とは広域的思考によるものと区域的，地区的と
して展開するものかおるといえる。通常，前者をグローバルな捉 え 方 とい
い，後者をp  －カルな捉え方とい う。基本思想としては，組織を広大な範囲
で総合的に展開しながら，地区的には自主性をもたせて，分割的にこれを扱
う。この使い分けによる情報システムの構成と運用が，効率的だ け で は な
く，大衆化され，民主化されたシステム思考にあるとい うことはい うまでも
ない。また，現代社会に課せられた量と規模への挑戦の一つ の方法を明示し
ているものともいいたい。
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このようにしてオフィ'スは，統合と分割のシステムをうまく使い分けなが
ら，単に事務処理という任務のみでなく，地域社会との関係，他組織との関
係を合理的に運用づけてゆくこともその任務としてとり込むことになる。そ
れらのために，より優れた通信システムが用意されなければならない。 80年
代のOA イヒには，60年代,   70年代のEDP イヒと異なって， そこには難しい局
面を抱え込んだ通信のネットワークと技術とが存在することを忘れてはなら
ないノ図表8 は，その背景となるシステムのコンポーネントを示したもので
ある。　　　　　　　　　
図表8　通信システムのコンポーネント
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（7） オフィス行動体系　
オフィスのOA イヒは，一つのシステムとなって具体化されるが，その過程
は，図表9 に示してあるように，三つの視点から推進され，一つの意味ある
体系として設定されることになる。すなわち，制御思考， オフィス（空間）
思考，システム思考がそれである。このような三側面の考え方を充すことに
自動と制御性の導入
効率化
機動力
パワー維持
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図表9　 オフ ィス行動 の体系化　　
　 匹 動
戦略空間の展開
結合機能の増強
測定空間の充実
オフィス
行動体系の確立
要素配列の適切性
関連性の強化
全体性と均衡化
け フィズ機能の発揮」
よって体系化が計られるのであるが，この行動体系は，その上部構造として
の運用体系の在り方と扱い方によって，その機能発揮が左右される。このた
めに管理領域に与えるOA のニューフロンティアについて考えてみる必要が
あろう。
3　0A の意味と管理の新次元　OA
の意味は，これまでの検討から明らかなように， オフィスの効率化を
通してのオフィスシステム 。ぷワーアップにある。このパワーアップが単な
るアップでなしにマネジノソトに対していろいろの新しい可能性を示してい
る。この可能性を考えるためには，その社会的背景と変化とを検討しておか
なくてはならない。　
さて，現代社会の発展傾向に “国際イビ “地方の時代” という面がある。
ニの言葉に代表されるように社会関係が次第に広域化し，その広域化した中
で，個別性，地域性が訴えられていることがわかる。地方の時代というと地
方という地域がすぐ頭に浮ぶ。そして限定された都市より遠隔の地区を想像
する。しかし，この場合，地方は，大規模化した都市に対しての地方という
地域を考るべきだ。だから都市的なものの環境を脱しての地方ではない。む
しろ，都市化の要素を地方に持ち込み，そして大都市との関係づけられた地
方への移転を意味している。だから，都市的視角でみれば，都市化の地方へ
の転移t:-，全体的には，それは大規模化に向っているのである。断絶した地
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方ではないのである。　　……… ：シニ　
このような現象は，国際化の中にもう。かがえる。国際化は。国々との間に
存在する情報交流，人的交流を盛んにすることを意味する。国々のもつ独自
性は厳然と存在するが，その存在性い特色性が相互に理解され，相互の文化
が行き交うのである。ある面ではグローバルなコミュニケーションとなり，
国のもつ個性の強さによっては,‥ローカル色が相互に交流し，評価される。
統合の中で分割的に生き，独自性と共通性が巧みに交差する。この生き方が
保障されているかぎり，交流はつづく。掴際化も地方の時代も一面からみれ
ば，情報社会の進展に大きく依存し，成長してきたものである。しか乱 現
代社会の発展形態の消すことのできない面を表わしている。　
なぜならば，情報処理技術が進歩七，通信網が発展する。このことは大量
な情報流通を促進し，人びとは多くの情報を多角的に利用しうる状況下にお
かれる。人だけではない。機関，組織，地域というそれぞれのシステムもま
たこり ような情報環境におがれるのである。そしてこのような社会環境上の
発展は，遠隔地の状況を比較的容易に理解することを可能とし，また，見え
ざる部分，理解の困難な側面への対応を可能としてゆくのである。　
しかし，国際化，地方化はさらに産業社会に影響し，都市および都市の交
流体系にも影響をもたらすのである。つまりこれは，天規模化の促 進 であ
呪 複雑性の増大となる。たとえば，大量生産，大量販売，全国自動ダイヤ
ル化，コンピュータ・ネットワ¬クの拡張，などを考えれば容易に理解しう
る。そして推測しうるのは，計りしれないほど規模が拡大し，その結果はま
た複雑性を増しているということである。この大規模化と複雑性を合成した
傾向を筆者は巨大化という言葉で表現することにした。　
さてこのようにして，現代社会は，あらゆる局面で巨大化への影響を受け
ている。巨大化は規模と複雑性が相乗的に効力を発揮して出現した新しい構
造の産物を導く。だから，この巨大化に応ずるように巨大科学の誕生を 迎
え，巨大技術体系の確立へと向っている。一見，われわれは豊かな文化的環
境にあるが，巨大化はそのような雰囲気をただよわせる。しかし他方では，
それらの恩恵が何時，われわれの手を離れるかという不安が胸の 中を よぎ
る。たとえば，今日，工場の生産工程には数多くのV2子ッ△トがある。ロボッ
トによる生産は，大量消費の中の多種少量生産を促進し,∧人間の労苦の軽減
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に貢献した。このロボットはさらに巨大な生産システムを現出することにな
ろ う。この巨大化は必ず複雑化と空間や過程のブラックボックス化を伴う。
そして巨大化の受け入れは，巨大化したもの自体を理解し，指導することに
問題を生じ，やがて，人間による管理の範囲を超えるともいえるのである。
しかも技術は進む。いくっかの改善と再設計の過程の中で，設計者ですら，
時間か立てば。そのシステムを説明できない，それほど巨大化は問題を内在
しているのである。たとえば，コンピュータのプログラム作成者乱 時間が
経過すると自己のプログラムを説明しえない。また建築物で乱 配管，配線
などの説明も歳月がたつと不鮮なじとたってしまう。さらに，システム設計
が，いくつかのグループに分れて行われる場合も多くの問題を含む。　
このようにして現代は，この巨大化問題に何らかの手立をほどこさなけれ
ばならない現状へと追い込まれているのである。 OA はその一つの解決方法
として提案されたシステムであるといえるだろう。その故に,   OA の進展は，
組織シ不テムや社会システムに対して，ある新しい意味を付加するこ とにな
る。この意味は明らかにマネジメントの新局面の展開を指している。　OA
によってもたらされるマネジメントの新局面は，多様化した情報媒体
の多角的利用と複数の空間を結合する新技術によって装備されたオフィスを
基盤にした管理空間に展開する。この局面によってマネジメントは，より豊
かな戦略を構想ずることができ，戦略展開に大きな機動力を与えることがで
きる。また，組織行動に参加する人びとに対して，従来にない新しい行動方
式を与えることもでき,   OA の意味とその技術力を理解しうる人たちにとっ
ては，強力な管理用具が提供されることになる。　
しかし同時に,   OA を適切に運用し，組織成果を高めてゆかこなくてはなら
ないから，OA システムの維持・管理という新しい課題も持つことになる。
したがって，管理領域の新しい天地の開拓はまた，新しい管理行動の付加と
もたって，これらはわれわれに対して，管理の新次元を提示することになる。OA
の次元は，オフィス機能空間の新しい創造によって もたらされたものだ
が，マネジメントの新次元は，OA を基盤とする組織の情報空間から誘導さ
れたものということができ，その次元へ内人間の位置づけが，新たに大きな
研究課題となってきたともいえる。図表10は，その基盤となるOA イA  ―ジ
を表わした一つであると受け取られる。
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（出所）「電子工業日報」1980年9 月
（備考） 使用した図表の中には，下記のセミナー資料か ら引用したものかおり，こ
こに謝意を表しておきたい．　　　
（1) 情報処理学会関西支部「オフィスオートメーションの将来を探る」昭.56.　
（2） 画像電子学会「 オフィス・オート メーションの動向とその周辺」昭.55.
